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日本工業規格 Jis 

面取り 盤の 構造の 安全 基準 B 66 <D 2 擅 

(1993 mm) 

Safety Mandards for construction or opmdle Shapers 

1. 適用 範囲 この 規格 は， 単 軸 面取り 盤 及び 複軸 面取り 盤 [以下， 面取り 盤と いう ひ）。] の 安全 構造， 安全装置， 取 
扱 説明書， 検査 票 及び 表示に ついて 規定す る。 ' 

注 で） JIS B 0114 (木材 加工 機械の 名称に 関する 用語） を 参照。 

2. 安全 構造 

2. 1 フレーム 及び ベッド フレ一 ム 及び ベッド は， 次に よる。 

(1) 確実， かつ， 容易に 据え付ける ことができる 構造で ある こと。 

(2) 使用で きる 最大の 刃物 （最大 直径での 許容 高さ 及び 最大 高さでの 許容 直径の 刃物） を 取り付けて 無 負荷で 
最高 回転した とき， 過度の 振 i!j 及び 騒音 を 生じない ものである こと。 

2. 2 覆い 力 ッタ プロック （切削に 必要な 部分 を 除 く 。）， 歯車， プーリ， ベルト な どの 回転 部分で， 回転 中 接触 

による 危険 の お それが あ る 箇所に は 覆い を 備え る 。 

2. 3 主軸 主軸 は， 次に よる。 

(1) 材料 は， JIS G 4051 (機械 構造 用 炭素鋼 鋼材） の S45C 又は これと 同等 以上の 機械的 性質 を もつ ものと 

する。 

(2) 主軸に 設ける 締付け ねじ は， 締まり 勝手で ある こと。 

(3) フラン ジの 締付け に 用いる ボルト， ナツ ト など は， 制動の 際のお み を 防止で きる 緩み 止めが 施されて いる 
こと。 

(4) 主軸の 上端 部 は， 回転 中 衣類な ど を 巻き込む おそれがない 形状と する か， 又は その 防止 措置が 施されて い 
る こと。 

2. 4 フラン ジ フラン ジは， 次に よる。 

(1) 材料 は， JIS G 5501 (ねずみ 铸鉄 品） の FC20 又は これと 同等 以上の 機械的 性質 を もつ ものと する。 

(2) 締付け により 変形し にくい 形状で ある こと。 

(3) 固定 側 フラン ジは， 主軸と 一体 構造 か， 又は キ— 若しくは ねじ を 使用す る 方法， 焼ば め， 圧入な どの 方法 
により 主軸に 固定され ている ものである ことつ 

(4) 固定 側 フラン ジの 直径 は， 主軸の 直径の 1.7 倍 以上の 値で ある こと。 
2. 5 カラ一 カラー は， 次に よる。 

(1) 材料 は， JIS G 5501 の FC20 又は これと 同等 以上の 機械的 性質 を もつ ものと する。 

(2) 直径 は， 締付け ナットの 外径 以上で ある こと。 



引用 規格 ： JIS B 0114 木材 加工 機械の 名称に 関する 用語 
JIS G 4051 機械 構造 用 炭素鋼 鋼材 
JIS G 5501 ねずみ 銬鉄品 

関連 規格 ： JIS B 6507 木材 加工 機械の 安全 通則 
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2. 6 定規 定規 は， 次に よる。 

(1) テーブル， 本体な どに 確実に 固定で きる 構造で ある こと。 

(2) 刃物 を 損傷し ない 材料で 作った 当て 板 （図 1 参照） を 取り付けられる 構造で ある こと 

図 1 当て 板 




備 考 図 は 一例 を 示す ものであって， 構造 を 規定す る もので はない。 
(3) 高さ は， 取り付ける ことができる 刃物の 最大 高さ 以上で ある こと。 
2.7 カツ タブ ロック カツ タブ ロック は， 遠心力に よって 刃物， 裏 刃な どが 飛び出す おそれがない 構造の ものと す 
る （図 2 参照）。 

図 2 カツ タブ ロック 
Ca) 丸 胴 形 



g 付け 溝 




刃物 



刃 押え 





瑕 付け 溝の 断面 を く さび 形と する 方法 刃 押え 断面 を く さび 形と する 方法 その他の 方法 



(b) 角 胴 形 




備 考 図 は一 例 を 示す ものであって， 構造 を 規定す る もので はない。 

2. 8 切削く ず 排出 機構 面取り 盤 は， 切削く ず を 支障な く 排出す る ことができる 構造 又は 装置 を 備えて いる ことが 

望ましい。 
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2.9 主軸 変速装置 主軸の 変速が できる 面取り 盤で は, 高速 回転から 低速 回転への 変換の 場合に 中立の 位置 を 経由 
するな ど， カツ タの 緩み を 生じない 構造の ものと する。 
2.10 主軸 制動 装置 面取り 盤 は 動力 を 遮断した 後， 主軸の 回転 を 停止させる ための 制動 装置 を 備えて いなければ 

ならない。 

なお， 制動 時間 は 10 秒 以内で ある ことが 望ましい。 

2.11 主軸 固定 装置 面取り 盤 は 刃物 を 取り替える 際に， 主軸 を 固定す る ことので きる 装置 を 備えて いなけれ ばな 
ら ない （図 3 参照)。 

図 3 主軸 固定 装置 

(a) 二 面 幅 使用の 場合 （lb) ストップ ピン 使用の 場合 




備 考 図 は 一例 を 示す ものであって， 構造 を 規定す る もので はない。 
2.12 主軸 傾斜 装置 及び 主軸 昇降 装置 主軸 傾斜 装置 及び 主軸 昇降 装置 は， 主軸 を 任意の 位置で 確実に 固定で き 
る 構造で なければ ならない。 
2.13 振れ 止め 装置 振れ 止め 装置 は， 次に よる。 

( 1 ) 主軸 中心 線 と 振れ 止め 装置の 中心 線 と がー 致 して 取り付けられる 構造の ものである こと。 

(2) 主軸の 振れ を 防止で きる 十分な 強度 を もつ ものである こと。 
2.14 ガイド リンゲ ガイド リンダ は， 次に よる。 

( 1 ) 主軸 又は テ ― プルに 確実に 取 り 付けられる ものである こと。 

(2) 外周 面 は， 接触に よる 摩擦 抵抗が 少ない ものである こと。 
2,15 操作 装置 操作 装置 は， 次に よる。 

( 1 ) 作業 者が その 作業 位置 を 離れる こ と な く 操作で きる 位置に 動力 遮断 装置 を 備えて いる こ と。 

(2) 始動 スィッチ は， 接触， 振動な どに よって 不意に 作動す るお それがない ものである こと。 

(3) 主軸が 複数の もので は， それぞれの 主軸 ごとに 始動 及び 停止が できる ものである こと。 

2.16 再 始動 防止 装置 面取り 盤 は 停電 又は 主 スィッチ を 開に するな どに より， 電源が 遮断され た 後， 電源の 復元 
によって 自 動的に 始動す る こと を 防止す る ための 装置 を 備えて いる ことが 望ましい。 
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3. 安全装置 面取り 盤に は， 安全 装 ffl として 刃の 接触 予防 装置 を 備える。 その 構造 は 次に よる 
(1) 直線 加工 用 刃の 接触 予防 装置 （図 4 参照） 

(a) 工作物 を 切削して いる 部分 以外の 刃の 部分 を 覆う ことができる 構造で ある こと。 

(b) 刃物 及び 工作物に 応じて 調節が 容易に できる 構造で ある こと。 

(c) 反り， ねじれな どの 変形 を 生じない 強度 を もつ ものである こと。 

図 4 直線 加工 用 刃の 接触 予防 装置 




備 考 図 は 一例 を 示す ものであって， 構造 を 規定す る もので はない。 
(2) 曲線 加工 用 刃の 接触 予防 装置 （図 5 参照） 

Ca) 刃物の 上部 （軸の 部分 を 除く。） 及び 工作物の 切削に 必要な 部分 を 除いた 刃の 周 面 を 覆う ことができる 構造 
である こと。 

(b) 工作物の 厚さに 応じて 調節が 容易に できる 構造で ある こと。 

(c) 反り， ねじれな どの 変形 を 生じない 強度 を もつ ものである こと。 

図 5 曲線 加工 用 刃の 接触 予防 装置 




備 考 図 は 一例 を 示す ものであって， 構造 を 規定す る もので はない。 
(3) 刃の 接触 予防 装置の 支持 部 

(a) 支持す るた めの 十分な 強度 を もつ ものと する。 

(b) 刃の 接触 予防 装置の 着脱 及び 位置の 調節が 容易に でき， かつ， 確実に 固定で きる 構造で ある こと。 

(c) 取 付けに 用いる ボルト， ナットな ど は， 緩み 止め 又は 抜け 止めが 施して ある こと。 
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4. 取扱 説明 害 面取り 盤に は， 取扱説明書 を 添付し， 形式 • 仕様 • 構造 • 工具 • 操作 ，保 全 • 点検 • 整備 ，据 付け • 

その他 安全 上の 留意 事項な ど， 安全 確保に 必要な 事項に ついて 記載す る。 

5. 検査 H 面取り 盤に は， 安全に 関する 検査 票 （検査 項目と その 結果） を 添付す る。 

6. 表 示 面取り 盤に は， 見やす い 箇所に 容易に 消えない 方法で， 次の 事項 を 表示す る。 

(1) 製造業 者 名 

(2) 製造 年月 及び 製造番号 

(3) 形 式 

(4) 定格 出力 又は 定格 電流 

(5) 定格 電圧 

(6) 無 負荷 回転 速度 （変速機 構 を もつ 面取り 盤で は， 変速の 段階に 応じた 無 負荷 回転 速度） 

(7) 使用で きる 最大 直径での 許容 高さ 及び 最大 高さでの 許容 直怪の 刃物 （変速機 構 を もつ 面取り 盤で は， 変速の 
段階 ごとに 表示す る。） 
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